










学童期の潜在性腎疾患を早期発見する手段としては,集団検尿を行うことが最

もよい方法であるが,その実施の方法,発見される疾患の診断,治療および生活

管理のあり方に関しては一定した方法はなく実施者により異っている。集団検

尿は云うまでもなくできるだけ正確に異常者を抽出することが目的であるので,

学校検尿施行規則が定った今日でも尚実施法が種々論ぜられているのが現状で

ある。われわれは川口市小・中学校生徒を対象とし,自分達で考接した方法(学

校採尿と早朝尿の組合せ)により過去年前よりこれを実施し異常者の約 94%は

われわれのもとで精密検査,治療,経過観察を行い,個人別に観察をつづけてき

ている。


